
人権啓発の取組みについて 

 

【人権啓発・相談センターにおける取組み】 

◆人権啓発情報誌「KOKORO ねっと」の発刊（平成29 年度90,000 部作成） 

 6月号NO.33に「就職差別撤廃月間」「部落差別解消推進法」の記事を掲載 

12月号NO.35の人権週間の記事で「部落差別解消推進法」についても記載 

 

◆人権啓発推進員の育成 

同和問題をテーマとする研修を実施 

  人権啓発情報誌「KOKORO ねっと」を全推進員に送付 

 

◆人権に関するキャッチコピー等作品募集 （平成29年度 応募件数6,700件） 

  同和問題に関するカテゴリーでは入賞作品2件（応募件数41件） 

     入賞作 「その目で見て 生まれた場所より 私自身を」 

「今断とう 同和問題 私たちの世代で」 

        

◆企業への人権啓発研修の実施 

 経営者層や労務担当者等に対し同和問題をテーマとする研修を実施 

 

【各区における取組み】 

◆区民まつりや人権週間にあわせた啓発事業等を実施 

 

◆法務局等と連携し、「部落差別解消推進法」にかかるリーフレットを、区役 

所に配架 

 

【職員への啓発】 

◆人権問題研修 

管理者層向け研修で、管理職全員に「部落差別解消推進法」の周知等を行う

とともに、同和問題をテーマの1つとして取り上げ外部講師による研修を実

施 

リーダーを養成するための人権問題指導者研修においても同和問題をテー

マとして取り上げ研修を実施 

 

◆「部落差別解消推進法」の職員周知 

大阪市人権行政推進本部を活用し、「部落差別解消推進法」の施行について

職員周知を図っている 
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